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Backup Agent へよう こそ

Backup Agent は、 Zen で提供される  Continuous オペレーシ ョ ン機能を実装するための代

替方法を提供します。

このドキュ メン トでは Backup Agent で作業を行うための手順を詳し く説明します。 こ

れは Backup Agent をインス トールおよび使用するユーザーを対象と しています。 また、

Zen データベースのライブ バッ クアップ作業を担当するプログラマーやシステム管理

者にも役立ちます。 

インス トール要件およびインス トール手順、 使用方法、 さ らに Backup Agent をアプリ

ケーシ ョ ンに組み込むためのリ ファレンス情報を記載しています。 また、 インス トール

に関する一般的な質問に対する回答も記載しています。

このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピッ クがあ り ます。

• Backup Agent の概要

• Backup Agent コンポーネン ト

• Backup Agent のデータベース エンジン要件
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Backup Agent の概要

Backup Agent を使用すれば、 Zen データベース  ファイルに対する  Continuous オペレー

シ ョ ンの設定と管理を簡単かつ迅速に行う こ とができます。 Continuous オペレーシ ョ ン

の設定と管理は、 Zen データベースのバッ クアップを行う際の重要な部分です。 Backup 

Agent は開いているファ イルに対する  Continuous オペレーシ ョ ンの設定と管理を自動的

に処理し、 バッ クアップ中でもアプリ ケーシ ョ ンからデータを利用できるよ うにしま

す。 バッ クアップ作業が完了する と、 Backup Agent は自動的に Continuous オペレー

シ ョ ンからファイルを取り出し、 バッ クアップ中にキャプチャされたすべての変更を

ロール インします。

本製品の機能

Backup Agent は、 現在市場で数多く販売されている一般的なバッ クアップ アプリ ケー

シ ョ ンとシームレスに動作します。

特定のファイル名のリ ス ト を入力する必要がある  Zen ユーティ リ ティの Continuous オ
ペレーシ ョ ン機能とは異なり、 Backup Agent は、 バッ クアップ中に開かれたファ イルも

自動的に管理します。

Zen と  Backup Agent を共にインス トールし、 そのエージェン ト を実装してお使いのバッ

クアップ ルーチンで動作させれば、 Zen データベースのバッ クアップを開始する準備

が整います。 特別な設定は必要あ り ません。

メモ ： Backup Agent 自身が Zen データベース  ファ イルをバッ クアップするわけではあ

り ません。 これは現在のバッ クアップ ソ リ ューシ ョ ンを補足するこ とを目的にデザイ

ンされています。

Backup Agent は、 Zen Enterprise Server および Cloud Server の最新バージ ョ ンに含まれる

オプシ ョ ン製品です。 

Backup Agent はデフォルトではインス トールされません。 データベース  エンジンのイ

ンス トール後に、 メディアからインス トールする必要があ り ます。 インス トール選択ダ

イアログで Backup Agent を選択してください。
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ライセンス

Zen Enterprise Server または Cloud Server がインス トールされている同じマシンに Backup 
Agent をインス トールする場合、 別個の製品キーは必要あ り ません。 この Zen 製品がシ

ステムで実行されていれば、 製品キーの入力は求められません。

Backup Agent を別個の製品と して使用している場合は、 1 台のマシンにのみインス トー

ル可能であるこ とに注意してください。 製品キーがない場合は、 評価版と して Backup 

Agent をインス トールするこ とができます。 評価版の有効期限を過ぎる と、 Backup 
Agent の起動時にエラー メ ッセージが表示されます。

最初に評価版と してインス トールした場合でも、 後で License Administrator を使用して

期限なし製品キーを適用するこ とができます。 License Administrator の使用法の詳細に

ついては、 『Zen User's Guide』 を参照してください。 Windows 上では、 コマンド  ライン 

ユーティ リ ティの clilcadm によって製品キーを管理するこ と もできます。 clilcadm の
詳細については、 『Zen User's Guide』 を参照してください。
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Backup Agent コンポーネン ト

この ト ピッ クでは、 Backup Agent を構成するコンポーネン トについて説明します。 ソフ

ト ウェア開発キッ ト （SDK） に付属している  2 つのユーティ リ ティ  コンポーネン トは、

ビジネスのニーズに応じて、 お使いのバッ クアップ ルーチンにエージェン ト を簡単に

組み込む 3 つの方法を提供します。

コマンド  ライン ユーティ リティ

コマンド  ライン インターフェイス （CLI） ユーティ リ ティ （pvbackup.exe） は、 Backup 
Agent によって提供されるアクセス方法の 1 つです。 市場で販売されている一般的な

バッ クアップ製品で実装する場合は、 実行可能コマンドを事前コマンドおよび事後コマ

ンド設定に追加するだけです。 この実装によって、 お使いのバッ クアップ ソフ ト ウェ

アは自動的に、 バッ クアップを行う前にエージェン ト を開始し、 バッ クアップが完了し

た後にエージェン ト を停止します。 この方法を使用すれば、 定期的なバッ クアップにお

いて Zen データの一貫性と信頼性が確実に保持されます。

GUI ユーティ リティ

Backup Agent におけるも う  1 つのアクセス方法は、 グラフ ィカル ユーザー インター

フェイス  ユーティ リ ティの pvbackupgui.exe です。 これは ［スタート ］ メニューまたは

スタート画面から、 あるいは Zen Control Center 内からアクセスするこ とができます。

このインターフェイスでは、 ボタンをク リ ッ クするだけでエージェン ト を開始および停

止するこ とができます。 コマンド  ライン インターフェイスで要求されるよ うなコマン

ドやパラ メーターを呼び出す必要はあ り ません。 この方法を使用すれば、必要に応じて 

Zen データのバッ クアップをいつでも迅速に、 ほとんど設定を必要と しないで行う こ と

ができます。

コン トローラー

Backup Agent のコン ト ローラー コンポーネン トは、 エージェン トの各種ユーティ リ

ティに共通するインターフェイスを提供する  DLL で構成されています。 このコン ト

ローラーはイベン ト  ハンド ラーとの通信をすべて処理します。
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一貫性保持ファイル リスト

一貫性保持ファイル リ ス ト （dfl.txt） は、 Backup Agent によって生成され、 本プログラ

ムのデータ  パスに置かれます。 デフォルトのデータ  パスは、 インス トール時に <Zen 
のアプリケーシ ョ ン データ  ディレク ト リ >\PBA\Data に設定されます。 このファイル

には、 任意の時点で Continuous オペレーシ ョ ンの対象となっている全ファイルのリ ス

トが含まれます。 ファ イルを  Continuous オペレーシ ョ ン モードに置く と、 そのファイ

ルは自動的にリ ス トへ追加されます。 同様に、 ファ イルが Continuous オペレーシ ョ ン 
モードから抜ける と、 そのファイルはリ ス トから削除されます。

除外対象ファイル リスト

除外対象ファイル リ ス ト （efl.txt） は、 <Zen のアプリケーシ ョ ン データ  ディレク ト リ

>\PBA\Data に置かれます。 この除外対象ファイル リ ス トにファ イルを記載すれば、

Backup Agent はそれらのファイルを Continuous オペレーシ ョ ンに置かれているファイ

ルの中から除外するこ とができます。

イベント  ハンドラー

イベン ト  ハンド ラーは Backup Agent 内部で動作します。 このコンポーネン トの主な目

的は、 ファイルに対し  Continuous オペレーシ ョ ンを適用できるよ うにするために、 そ

れらのファイルが開かれるのを防ぐこ とにあ り ます。 Backup Agent はデータベース  エ

ンジンおよびコン ト ローラーと連動して、 Backup Agent インターフェイスから要求され

るすべてのオペレーシ ョ ンまたはイベン ト を処理します。 イベン ト  ハンド ラーは、 そ

の名前が示すとおり、 Backup Agent 内で起こるすべてのイベン ト を処理します。

選択対象ファイル リスト

選択対象ファイル リ ス ト （ifl.txt） は、 <Zen のアプリケーシ ョ ン データ  ディレク ト リ

>\PBA\Data に置かれます。 この選択対象ファイル リ ス トにファ イルを記載すれば、

Backup Agent はそれらのファイルを Continuous オペレーシ ョ ンに置かれているファイ

ルに加えるこ とができます。

Backup Agent をオンにする とすぐに、 この リ ス ト内のファ イルは Zen エンジンによって

現在開かれているかど うかにかかわらず、 Continuous オペレーシ ョ ンに置かれます。
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ログ ファイル

Backup Agent では、 イベン ト  ハンド ラーからの情報メ ッセージや警告メ ッセージを報

告する  baevent.log という ファ イルを保持します。 Windows プラ ッ ト フォームでは、 こ

のファイルは <Zen のアプリケーシ ョ ン データ  ディレク ト リ >\PBA\Logs に置かれま

す。 この場所はインス トール時に設定され、 構成で変えられません。 

ログ ファイルの最大サイズは 50 MB に設定されていて、 変更するこ とはできません。

このサイズ制限に達する と、 ファ イルはアーカイブ目的のため、 baevent.1、 baevent.2 な
どの名前付け規則を使用して自動的に名前が変更されます。 Backup Agent は最大 5 つの

アーカイブ ログ ファイルを保持できます。

ソフ トウェア開発キッ ト （SDK）

Windows 環境の Backup Agent にはアプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング インターフェイス

（API） が含まれており、 これを使えば開発者はソフ ト ウェア アプリ ケーシ ョ ンに直接 

Backup Agent を組み込むこ とができます。 この API を必要なヘッダー ファ イルやライ

ブラ リ  ファイルに加えて、 SDK を構成します。 SDK を使用してアプリ ケーシ ョ ンに 

Backup Agent を直接組み込めば、 最高レベルのバッ クアップ データが保証されます。

Backup Agent リ リース ノート

Backup Agent をインス トールする前に、 Readme ファ イル readme_ba.htm をお読みいた

だく こ とをお勧めします。 このファイルには、 本製品のマニュアルには含めるこ とがで

きなかったが、 製品をインス トールして使用するために必要な情報が記載されていま

す。

readme ファイルはインス トール ファ イルのルートにあ り ます。 

インス トール後に Readme ファイルをご覧いただく こ と もできます。 インス トール場所

からファイルにアクセスできます。

最終的に、 最新版のリ リース  ノートは弊社 Web サイ トで確認できます。 
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Backup Agent のデータベース エンジン要件

Backup Agent を使用するために必要なこ とは以下のとおりです。

• Backup Agent v16 は Zen v16 と一緒に使用する必要があ り ます。 Backup Agent v16 
は、 以前のバージ ョ ンの Zen では動作しません。

• Zen Enterprise Server または Cloud Server がインス トールされている場合、 Backup 

Agent に別個の製品キーは必要あ り ません。
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Backup Agent のインストール

次のト ピッ クでは、 Backup Agent のインス トール手順について説明します。

• Backup Agent インストールの概要

• Backup Agent インストール チェ ックリス ト

• 事前の確認

• Backup Agent のインストール

• Backup Agent インストール後の操作に関する一般的な質問

• アプリケーシ ョ ンの一部として Backup Agent をインストールする

• Backup Agent のアンインストール
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Backup Agent インストールの概要

このセクシ ョ ンでは、 Backup Agent をインス トールするためのシステム要件、お使いの 

Windows マシンにインス トールする場合の手順の概要、 およびインス トール時に組み

込まれるファイルに関する情報を提供します。

Backup Agent のインストール場所

Backup Agent は、 Zen データベース  エンジンが実装されている同じコンピューターにイ

ンス トールする必要があ り ます。 （つま り、 Zen ク ライアン ト単独ではあ り ません）。

Backup Agent は、 そのインス トール過程で Zen エンジンの場所を検出し、 Backup Agent 
のインス トール先を自動的に決定します。 この場所を変更するこ とはできません。

メモ ： インス トール ディ レク ト リの場所については、 『Getting Started with Zen』 を参照

してください。
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Backup Agent インストール チェ ックリス ト

この ト ピッ クでは、 インス トールの前に確認しておくチェッ ク リ ス トやその他の情報を

提供します。

事前の注意

Backup Agent をインス トールする前の重要な確認事項を以下に述べます。

 システムのハード ウェアと ソフ ト ウェアが Backup Agent をインス トールする要件を

満たしている。 ハード ウェアおよびソフ ト ウェア要件は、 Actian の Web サイ トに記

載されています。

 ほかのソフ ト ウェア アプリ ケーシ ョ ンの場合と同様に、 インス トールを開始する前

に必ずハード  ド ラ イブ上の重要なファイルをバッ クアップしておいてください。

 Zen Control Center を実行している場合は、 インス トールする前に ZenCC を終了して

おく必要があ り ます。 そ うすれば、 ZenCC の ［ツール］ メニューに Backup Agent が

追加されます。

 アーカイブ ロギングを有効にしている場合は、 Backup Agent を使用する前に無効に

しておく必要があ り ます。

 Backup Agent のインス トール中に、Zen データベース  エンジンは自動的に停止 / 再起

動されます。 業務上、 一定時間はデータベース  エンジンを停止できないよ うな環境

である場合は、 停止が許可される時間内に Backup Agent をインス トールしてくださ

い。

Backup Agent の Zen エンジン要件

Backup Agent のデータベース エンジン要件を参照してください。
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事前の確認

このセクシ ョ ンでは、 Windows 上で Backup Agent を正し く インス トールするために必

要な情報について説明します。 Backup Agent をインス トールする前に、 以下のこ とを確

認してください。

• Backup Agent インストールの概要。 この章では、 システム要件やインス トール処理

に関するプラ ッ ト フォーム固有の注意が記述されています。

• リ リース  ノート。 リ リース  ノートは readme ファ イル （readme_ba.htm） に収められ

ており、 製品のマニュアルには記載するこ とができなかった最新の情報が含まれて

います。 readme ファ イルは配布メディアに収録されています。

Windows プラッ ト フォームに関する注記

以下の条件に注意してください。

• Backup Agent をインス トールするマシンの完全な管理者レベルの権限を持っている

必要があ り ます。

• アドバンス ト  パワー マネージメン ト （APM） で電源管理を行っている場合、

Backup Agent のインス トール時にはこれを無効にしてください。 インス トール中に

サーバーがサスペンド状態になった場合、 この電源管理機能が原因でインス トール

が失敗するこ とがあ り ます。 アドバンス ト  パワー マネージメン ト （APM） 機能は、

コン ト ロール パネルの ［電源オプシ ョ ン］ で制御できます。

• Backup Agent のインス トールのために、 ウイルス対策ソフ ト ウェアを無効にしたり、

あるいはその設定を変更したり しておく必要があるかもしれません。

• インス トール設定によっては、 インス トール構成ファイル （BAsetup.ini） で指定す

るこ とができます。 詳細については、 そのファイルのコ メン ト を参照してください。

この .ini ファイルは .msi ファイルと同じフォルダーにあ り ます。
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Backup Agent のインストール

Backup Agent は、 Zen データベース  エンジンのインス トール後にインス トールする必要

があ り ます。 Backup Agent をインス トールしよ う とするマシンには、既にデータベース  
エンジンが存在しているこ とを確認してください。

マシンにデータベース  エンジンがない場合は、 製品 CD メディアから、 あるいは Zen 

Web サイ トから適切な Actian 製品をダウンロード してインス トールしてください。 Zen 
のインス トール手順については、 Zen データベース  エンジン製品のユーザー マニュア

ルを参照してください。

Backup Agent をインストールするには

1. Windows コンピューターからインス トール プログラムを実行します。

• CD-ROM ド ラ イブに本製品 CD を挿入します。

• インス トール プログラムが自動的に起動しない場合は、 プロンプ トで次のコマ

ンドを実行します。

drive:\"Backup Agent - Windows"\Install_BackupAgent.exe 
drive は、 お使いの CD-ROM デバイスのド ライブ文字です。

インス トール ウ ィザードは、 システムをチェッ ク して Backup Agent をインス トール

する準備を整えます。

ウ ィザードによるシステムのチェッ ク と検証が完了する と、 初期画面が表示されま

す。

2. ［次へ］ ボタンをク リ ッ ク してインス トール処理を開始します。

使用許諾契約書のダイアログが表示されます。

3. 使用許諾契約書に同意し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4. 製品キーの入力を求められたら、 ［ラ イセンス］ フ ィールドに Backup Agent の製品

キーを入力します。

ヒン ト ： 製品キーを入力しないと、 評価版と してインス トールされます。

製品キーについては、 同梱の 『製品ガイ ド』 をご覧ください。

注意！ 評価版と してインス トールした場合は、 試用期間を過ぎてからプログラ

ムを起動しよ う とする と  Backup Agent がエラー メ ッセージを返します。



14

評価版と してインス トールしてから、 後で License Administrator ユーティ リ ティを使

用して製品キーを適用するこ と もできます。 License Administrator の使用法の詳細に

ついては、 『Zen User's Guide』 を参照してください。

5. ［次へ］ をク リ ッ ク します。

インス トール プログラムを開始する準備ができたこ とを示すダイアログが表示され

ます。

6. ［インストール］ をク リ ッ ク してインス トールを進めます （使用許諾契約書の画面に

戻る場合は ［戻る］ をク リ ッ ク します）。

7. インス トール処理が続行され、 行っている作業を通知する一連の状態メ ッセージが

表示されます。 ほとんどのメ ッセージ ダイアログで進行状況を示すプログレス  バー

が表示されます。 

インス トールの最後で、 インス トールの完了を通知するダイアログが表示されます。

8. ［完了］ をク リ ッ ク します。

Backup Agent のインストール後に行うこと

Backup Agent が正常にインス トールされたら、 エージェン ト を使って Zen のライブ 
バッ クアップを管理する準備が整いました。 Backup Agent の使用では、 グラフ ィカル 

ユーザー インターフェイスおよびコマンド  ライン インターフェイスの使用について説

明します。
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Backup Agent インストール後の操作に関する一般的

な質問

この ト ピッ クでは、 Backup Agent インス トール プログラム実行後の操作に関する情報

を述べます。

Backup Agent 用に Zen Control Center で何か設定する必要はありますか？

あ り ません。 Backup Agent のために ZenCC で特別何かを設定する必要はあ り ませんが、

Backup Agent をインス トールまたはアンインス トールする場合は、 ZenCC を必ず閉じ

ておく よ うにしてください。

Backup Agent ではログ ファイルを作成しますか？

はい。 ログ ファイルを参照してください。

どのようにして Backup Agent をバックアップ ソフ トウェアに組み込めばよ

いですか？

Backup Agent をお使いのバッ クアップ ソフ ト ウェアに組み込んで動作させる方法につ

いては、 お使いのバックアップ ソフ トウェアへの組み込み およびバッ クアップ ソフ ト

ウェアのユーザー マニュアルを参照してください。

Backup Agent ファイルはどこにインストールされますか？

Backup Agent を使用するには、 Zen データベース  エンジンがインス トールされているこ

とが必要です。 Backup Agent は Zen インス トール ディ レク ト リの PBA サブディ レク ト

リにインス トールされます。 Backup Agent ファ イルがインス トールされるディ レク ト リ

は、 インス トールするプラ ッ ト フォームによって異なり ます。

Windows におけるデフォルトのインス トール場所の一覧は、 『Getting Started with Zen』
の 「ファ イルはどこにインス トールされますか？」 を参照してください。
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アプリケーシ ョ ンの一部として Backup Agent をイン

ストールする

本ガイ ドでは、 Backup Agent を CD から対話形式でインス トールする方法を説明しま

す。 また、 Backup Agent を、 開発したアプリ ケーシ ョ ンのインス トール処理に組み込ん

でインス トールするこ と もできます。 Backup Agent インス トールを、 ユーザーに入力を

要求しない非対話型にして、 サイレン ト  インス トールを提供するこ とができます。

Backup Agent のサイレント  インストールの実行方法

以下の手順では、 Backup Agent のサイレン ト  インス トールの実行方法を説明します。

この手順は Backup Agent のインス トールにのみ適用されるこ とに注意する必要があ り

ます。

サイレン ト  インス トールを開始する前に、 ZenCC などの Zen のすべてのユーティ リ

ティ、 および Zen を使用するすべてのアプリ ケーシ ョ ンが終了しているこ とを確認し

てください。

Backup Agent をサイレン ト  インストールするには

1. すべてのファイルを  Backup Agent の CD からハード  ディ スクの一時ディ レク ト リに

コピーします。

Backup Agent がインス トールされていないマシンを使用します。

2. コマンド  プロンプ ト を開き、 プログラム ファイルをコピーしたディ レク ト リの場所

へ移動します。

3. Backup Agent のインス トーラー コマンドを実行します。 適用可能な製品キーがあれ

ば指定します。 たとえば、 次のよ うに指定します。

Install_BackupAgent.exe /s /v" /qn PVSW_BA_LICENSE_KEY=key"

こ こで、 key は Backup Agent の製品キーです。 Zen Enterprise Server または Cloud 
Server が最新バージ ョ ンである場合、 文字列の PVSW_BA_LICENSE_KEY=key の部

分を省略できる点に留意してください。 最新バージ ョ ンの Zen Enterprise Server また

は Cloud Server がインス トールされている同じマシンに Backup Agent をインス トー

ルする場合、 別個の製品キーは必要あ り ません。

製品キーについては、 同梱の 『製品ガイ ド』 をご覧ください。
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サイレン ト  インス トールはユーザーとの対話形式ではないので、 インス トールが正

常終了したこ とを通知する メ ッセージは表示されません。 しかし、 インス トールが

完了すれば、 Zen のプログラム グループに Backup Agent が自動的にインス トールさ

れているこ とに気付くでし ょ う。
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Backup Agent のアンインストール

アンインス トール プログラムではシステムからすべての Backup Agent コンポーネン ト

を削除します。

注意！ Zen Control Center （ZenCC） を実行している場合は、 アンインス トールする前

に ZenCC を終了しておく必要があ り ます。 ZenCC を終了する と、 ZenCC の ［ツール］

メニューから  Backup Agent を削除するこ とができます。

Backup Agent をアンインストールするには

1. Windows オペレーティング システムでコン ト ロール パネルから ［アプリ ケーシ ョ ン

の追加と削除］ または ［プログラムの追加と削除］ にアクセスします。

2. 一覧の中から  "Backup Agent" をク リ ッ ク します。

3. 削除用のボタンをク リ ッ ク してプログラムを削除します。 このボタンは ［変更と削

除］ または ［削除］ とい う ラベルが付けられています。 Backup Agent の削除を確認

する メ ッセージが表示されます。

4. Backup Agent の削除の確認で ［はい］ をク リ ッ ク します。

アンインス トールの処理状況を示すダイアログ ボッ クスが表示されます。

アンインス トールが完了する と、 ［アプ リ ケーシ ョ ンの追加と削除］ または ［プログ

ラムの追加と削除］ の画面に戻り ます。
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Backup Agent の使用

以下のト ピッ クでは、 Backup Agent の使用方法について説明します。

• Continuous オペレーシ ョ ンの概要

• Backup Agent 使用前の注意

• Continuous オペレーシ ョ ンの対象ファイルを指定する 

• Backup Agent コマンド  ライン インターフェイスの使用法

• Backup Agent グラフ ィ カル ユーザー インターフェイスの使用法

Continuous オペレーシ ョ ンの概要

Continuous オペレーシ ョ ンは Zen に含まれる  MicroKernel の機能です。 ファイルをテン

ポラ リ状態にして、 データベース  ファイルが開いていて使用中でもデータ  ファイルの

バッ クアップができるよ うにする機能を提供します。

バッ クアップ中、 開いているデータ  ファイルは通常、 バッ クアップから除外されます。

これは、 ファ イルが開いていて使用中であるためです。 Continuous オペレーシ ョ ンを有

効にする と、 オペレーシ ョ ンが MicroKernel を呼び出して、 選択されたファイルを読み

取り専用で開きます。 これによ り、 バッ クアップ ユーティ リ ティでは選択したファイ

ルの静的イ メージにアクセスしてバッ クアップを行う こ とが可能になり ます。 データ  

ファイルが読み取り専用で開いたら、 MicroKernel はそのファイルに対して行われたあ

らゆる変更をテンポラ リ  デルタ  ファイルに記録します。 これらのテンポラ リ  デルタ  
ファイルは、 バッ クアップ処理中に生じた変更を完全網羅して、 実行中のファイルの

バージ ョ ンを保持します。

Continuous オペレーシ ョ ン モードによって作成されたテンポラ リ  デルタ  ファイルは対

応するデータ  ファイルと同じ名前ですが、 拡張子 ".^^^" を使用します。 同じディ レク

ト リに、 ファ イル名が同一で拡張子のみが異なるよ うなファ イルを置かないでくださ

い。 たとえば、 データ  ファ イルに INVOICE.HDR および INVOICE.DET という よ う な名

前の付け方をしないでください。 

同じ名前のファイルが複数ある場合は、 1 つのファイルだけが Continuous オペレーシ ョ

ン モードに置かれます。 Continuous オペレーシ ョ ンから除外されたファイルについて

は、 Backup Agent ログ ファイルに詳述されます。 すべてのファ イルを Continuous オペ

レーシ ョ ン モードに置くつも りならば、 ログ ファイルを調べてから、 同じ名前のファ
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イルをそれぞれ別のディ レク ト リに配置するか、 あるいはファイルの名前を変更するこ

とを検討し、 Backup Agent が目的どおり動作できるよ うにして ください。

バッ クアップが完了した後、 Continuous オペレーシ ョ ン モードからデータ  ファイルを

削除する必要があ り ます。 その時点で、 デルタ  ファイルに格納されている変更内容が

データ  ファイルにロール インされます。 MicroKernel はすべての変更をデータ  ファ イ

ルにロール インする と、 直ちにデルタ  ファイルを削除します。

Continuous オペレーションの開始

Continuous オペレーシ ョ ン モードの開始は、 アクセス中のファイルの種類に応じて、

Zen の butil または Maintenance ユーティ リ ティを使用して操作します。 Maintenance 

ユーティ リ ティは butil の対話型バージ ョ ンで、 ファ イル パスを要求します。

Continuous オペレーションの終了

Continuous オペレーシ ョ ン モードの終了も、 アクセス中のファイルの種類に応じて、

Zen の butil または Maintenance ユーティ リ ティを使用して操作します。 Continuous オペ

レーシ ョ ンの開始に使用したユーティ リ ティ と同じユーティ リ ティ を使用して 
Continuous オペレーシ ョ ンを終了します。

『Advanced Operations Guide』 には、 Zen で提供される  Continuous オペレーシ ョ ンについ

ての詳細な情報が記載されています。

Backup Agent を使用する理由

Zen データベースをバッ クアップするための Continuous オペレーシ ョ ンを開始および終

了するユーティ リ ティが既にあっても、 Backup Agent を使用するのはなぜでし ょ うか。

それは、 Backup Agent が Continuous オペレーシ ョ ンをさ らに一歩進んだものとするか

らです。 Backup Agent は 「インテ リ ジェン ト  Continuous オペレーシ ョ ン管理」 という

機能を実装します。

この 「インテ リ ジェン ト  Continuous オペレーシ ョ ン管理」 では、 システム管理者が

バッ クアップするファイルのリ ス ト を提供し管理しなくても、 エージェン トによって自

動的にファイルが Continuous オペレーシ ョ ン モードに置かれます。 このファイル管理

によ り、 現状にそぐわなくなるこ とが多い butil -startbu スク リプ トが必要でなくな り ま

す。 また、 バッ クアップ セッシ ョ ン中にユーザーによって開かれていないファイルを 
Continuous オペレーシ ョ ンに入れるこ と もな くな り ます。 Backup Agent は、 実際にアク
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セスされていて、 Continuous オペレーシ ョ ンに入れる必要のあるファイルのみを処理し

ます。 これによって、 増分または差分バッ クアップの処理中にバッ クアップされるデー

タ量を大幅に減らすこ とができます。

Backup Agent を使用するも う  1 つの主な理由は、 市販されているほぼすべての一般的な

バッ クアップ ソフ ト ウェア製品へ簡単に組み込めるこ とです。

次のセクシ ョ ンでは、 データ  バッ クアップを取り巻く問題および Backup Agent を使用

する場合にあらかじめ知っておくべき注意について説明します。

Backup Agent 使用前の注意

この ト ピッ クでは、 Backup Agent を使用する前に知っておく必要がある注意や考慮点を

挙げます。

アーカイブ ロギング

Zen でアーカイブ ロギングを有効にしている場合は、 Backup Agent を使用する前に無効

にしておく必要があ り ます。 アーカイブ ロギングが有効になっているかど うかがわか

らない場合は、 Zen Control Center の設定によって調べるこ とができます。

アーカイブ ロギングが無効であることを調べるには

1. ［スタート ］ メニューまたはスタート画面から ［Control Center およびドキュメン

ト ］ にアクセスします。

2. ZenCC の ［よ う こそ］ タブで、 ［ローカル エンジンの構成］ をク リ ッ ク します。

3. サーバーのプロパティ  ツ リーで ［データ整合性］ をク リ ッ ク します。

右側のペインにデータ整合性の設定が表示されます。

デフォルトでは ［選択ファイルのアーカイブ ロギング］ オプシ ョ ンは選択されない

ため、 無効になっています。

4. ［選択ファイルのアーカイブ ロギング］ のチェッ ク  ボッ クスがオンになっている場

合はオフにし、 ［適用］ をク リ ッ ク した後 ［OK］ をク リ ッ ク します。

注意！ 設定の変更は、 Zen データベース  エンジンが再起動されるまでは適用されませ

ん。
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テンポラリ  ファイル

MicroKernel はテンポラ リ  ファ イルをロ ッ ク します。 その結果、 Backup Agent はテンポ

ラ リ  ファイルに対し  Continuous オペレーシ ョ ンを適用するこ とはできません。

メモ ： テンポラ リ  ファ イルに対して Continuous オペレーシ ョ ンを適用しよ う とする

と、 ステータス  コード  85 の 「ファ イルはロ ッ ク されています。」 というエラーになり

ます。

読み取り専用ディレク ト リのファイル

ファイルが読み取り専用ディ レク ト リにある という状況では、 MicroKernel はデルタ  

ファイルを作成するこ とができず、 Backup Agent はファイルを Continuous オペレー

シ ョ ンに入れるこ とができません。

メモ ： 読み取り専用ディ レク ト リにあるファ イルに対して Continuous オペレーシ ョ ン

を適用しよ う とする と、 ステータス  コード  94 の 「アプ リ ケーシ ョ ンでアクセス権のエ

ラーが発生しました。」 というエラーになり ます。

読み取り専用ファイル

読み取り専用ファイルに書き込み操作でアクセスするこ とはできませんが、 Backup 

Agent はこれらのファ イルを Continuous オペレーシ ョ ンに入れるこ とができます。 読み

取り専用ファイルには更新処理は行われないので、 MicroKernel はデルタ  ファイルを作

成しません。 MicroKernel はすべての書き込み操作に対しエラーを返すため、 書き込み

操作は実施されないのです。 デルタ  ファイルが作成されないため、 Backup Agent が管

理するものは何も残されません。

Backup Agent のリモート操作

業務上、 Backup Agent を リモート  マシンから開始および停止するよ う指示されている

場合は、 市販の一般的な リモート  アクセス  アプリ ケーシ ョ ンを使用してこれを行う こ

とができます。 たとえば、 Telnet セッシ ョ ンを使用して Backup Agent を起動します。
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その他のユーティ リティの使用

BUTIL または Maintenance ユーティ リ ティを使用して Continuous オペレーシ ョ ンを開始

するこ とはお勧めできません。 別のユーティ リ ティによって Continuous オペレーシ ョ

ンにファイルが置かれた場合、 Backup Agent はそのファ イルを管理できません。 その場

合には、 ファイルを  Continuous オペレーシ ョ ンに入れたと き と同じユーティ リ ティ を

使って、 Continuous オペレーシ ョ ンからファイルを抜き出すという こ とを覚えておいて

ください。

パフォーマンスの問題

潜在的なパフォーマンスの低下を避けるため、 バッ クアップ処理は常に就業時間外や

データ  アクセスの少ない時間帯にスケジュールするよ うにして ください。 また、 バッ

クアップが完了したらエージェン ト を確実に停止するこ とが重要です。 Backup Agent の

実行中、 以下の状況がデータベース  アプリ ケーシ ョ ンのパフォーマンスに影響を与え

ます。

• デルタ  ファイルのサイズが 2 GB を超える と、 データベースの読み書きが遅くな り

潜在的なパフォーマンスの問題が発生します。 これは、 データ  アクセスが多いと き

に起こるので、 バッ クアップを就業時間外やデータ  アクセスの少ない時間に行う こ

とによって回避できます。

メモ ： デルタ  ファ イルが 4 GB の最大サイズ制限まで大き くなる と、 ステータス  コー

ド  132 「ファ イルがサイズの制限に達しました。」 が返されます。

• Backup Agent を有効にする と、 保留中のすべての ト ランザクシ ョ ンの終了 （コ ミ ッ

ト / ロールバッ ク） がブロ ッ ク されるので、 潜在的にパフォーマンスに影響を与え

る可能性があ り ます。 影響の度合いはその ト ランザクシ ョ ンに関わるファイル数に

よって異なり ます。

• Backup Agent を無効にする と、 データ  ファイルに記録された変更をデータベース  

ファイルにロール インさせるこ とが必要とな り ます。 この処理がパフォーマンスに

与える影響は、 発生した変更の量に応じた処理時間によって異なり ます。

注意！ バッ クアップ終了後に Backup Agent を有効なままにしておく と、大きなデルタ  
ファイルが作成されてパフォーマンスを低下させるだけでなく、 データの整合性を危う

く します。
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リカバリ  スタートアップ タイムアウト

Backup Agent を使用して Continuous オペレーシ ョ ンを適用したファイルがあ り、 サー

バーが再起動された場合、 変更をロール インする時間には 30 分の制限があ り ます。 タ

イムアウ トの 30 分に到達する と、 Backup Agent はタイムアウ トに達したファイルをロ

グに記録します。 元のファイルに対してデータベース変更が行われた場合、 まだアク

ティブになっているデルタ  ファイルのサイズは増加し続けます。 デルタ  ファイルのサ

イズは、 変更が元のファイルにロール インされるまで増加し続けます。 この状況を排

除するには、 元のファイルを  Function Executor または Zen Control Center を使って開き、

デルタ  ファイルをロール インします。

メモ ： ファ イルのロール イン中にタイムアウ トに達した場合、 その時点までの変更は

すべて失われず保持されます。 まだロール インされていない変更は、 次回ファイルが

開かれたと きにロール インされます。

システム障害

Backup Agent を使用してバッ クアップしている最中にハード  ド ラ イブの故障が起こっ

た場合は、 アーカイブ ロギングや Maintenance ユーティ リティのロール フォワード  コ

マンドを使用しても、 前回のバッ クアップ以降に生じたデルタ  ファイルへの変更を復

元するこ とはできません。 ハード  ド ラ イブが故障した場合は、 前回のバッ クアップ以

降にデータに加えられた変更はすべて失われます。

Backup Agent によってファイルが Continuous オペレーシ ョ ン モードにある間にサー

バーが停止した場合、Backup Agent は次回サーバーが再起動されたと きに既存のデルタ  

ファイルを検出し、 変更をロール インします。

Continuous オペレーシ ョ ンの対象ファイルを指定す

る

選択対象ファイル リ ス ト （ifl.txt） にファ イルを指定するこ とによ り、 Backup Agent が 

Continuous オペレーシ ョ ンの対象とするファイルを指定するこ とができます。 反対に、

除外対象ファイル リ ス ト （efl.txt） を使用すれば、 Continuous オペレーシ ョ ンの対象か

ら除外するファイルを指定できます。

Backup Agent のインス トールが正常に完了する と、 選択対象ファイル （ifl.txt） および

除外対象ファイル （efl.txt） は以下の場所に配置されます。



25

• <Zen アプリケーシ ョ ン データ  ディレク ト リ >\PBA\Data

メモ ： Backup Agent ファ イルは、 Program Files ディ レク ト リではなく、 Zen のアプリ

ケーシ ョ ン データ  ディ レク ト リにインス トールされます。 Zen のインス トール場所に

ついては、 『Getting Started with Zen』 を参照してください。

あるファ イルを  butil または Maintenance ユーティ リ ティ を使用して Continuous オペレー

シ ョ ンに適用した場合、 そのファイルは、 efl.txt に挙げられているものであっても除外

されません。

メモ ： Backup Agent および Zen が実行されている と き、 選択対象または除外対象の

ファイルはロ ッ ク されるため、 これらのファイルを変更するこ とはできません。 Zen エ

ンジンおよび Backup Agent を停止してから、 これらのファ イルに変更を加えてくださ

い。 変更は、 Zen エンジンおよび Backup Agent の再起動後に有効になり ます。

選択対象ファイル

選択対象ファイル リ ス ト （ifl.txt） のファ イルは、 セ ミ コロンで区切って列記するか、

各行に 1 ファイルずつ指定します。 ファ イルの選択にワイルドカード  パターンを使用

するこ と もできます。 ファ イル名には絶対パス名を含んでいる必要があ り ます。

Continuous オペレーシ ョ ンの対象としてファイルを選択するには

1. 以下の場所へ移動します。

• <Zen アプリケーシ ョ ン データ  ディレク ト リ >\PBA\Data

2. ifl.txt ファイルを開きます。

3. ファイル名またはファイルの種類をセ ミ コロンで区切って同じ行に列記するよ うに

入力するか、 行を区切って入力します。

以下は選択対象ファイル リ ス トのエン ト リの例です。

C:\ProgramData\Actian\Zen\Demodata\tuition.mkd; 

（demodata ディ レク ト リにある  tuition.mkd ファイルを含める）

/usr/local/actianzen/data/demodata/*.ddf 

（demodata ディ レク ト リにある、 DDF 拡張子を持つすべてのファイルを含める）

samples\f???.ddf; 
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（samples ディ レク ト リにある、 ファ イル名が "f" で始まる  4 文字で、 DDF 拡張子を

持つすべてのファイルを含める）

C:\ProgramData\Actian\Zen\Demodata\bill*.* 

（demodata ディ レク ト リにある、 名前が "bill" で始まるすべてのファイルを含める）

4. ifl.txt ファイルを保存して、 閉じます。

5. Zen データベース  エンジンを再起動して、 Backup Agent をオンにします。

選択対象ファイル リ ス ト内のファイルはすべて、 それらがデータベース  エンジンに

よって現在開かれているかど うかにかかわらず、 Continuous オペレーシ ョ ンに置か

れているこ とに注目してください。

メモ ： 選択対象リ ス ト と除外対象リ ス トに同じファ イル名がある場合は、 除外対象

ファイルが優先されます。 除外対象ファイル リ ス トの記載に従って、 該当ファイルは 

Continuous オペレーシ ョ ンの対象から除外されます。 

6. ログ ファイルを確認します。 

対象と して選択したこ とを示す次のメ ッセージが表示されます。

Backup Agent は次のファ イルを対象と して含みました ： 

< ファ イル名 > 

< ファ イル名 > 

除外対象ファイル

除外対象ファイル リ ス ト （efl.txt） のファ イルは、 セ ミ コロンで区切って列記するか、

各行に 1 ファイルずつ指定します。 ファ イルの除外にワイルドカード  パターンを使用

するこ と もできます。

Continuous オペレーシ ョ ンの対象からファイルを除外するには

1. 以下の場所へ移動します。

• <Zen インストール ディレク ト リ >\PBA\Data

2. efl.txt ファイルを開きます。

3. ファイル名またはファイルの種類をセ ミ コロンで区切って同じ行に列記するよ うに

入力するか、 行を区切って入力します。

以下は除外対象ファイル リ ス トのエン ト リの例です。
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demodata/tuition.mkd; 

（demodata ディ レク ト リにある  tuition.mkd ファイルを除外）

/usr/local/actianzen/data/demodata/*.ddf 

（demdata ディ レク ト リにある、 .ddf 拡張子を持つすべてのファイルを除外）

samples\f???.ddf; 

（samples ディ レク ト リにある、 ファ イル名が "f" で始まる  4 文字で、 DDF 拡張子を

持つすべてのファイルを除外）

C:\ProgramData\Actian\Zen\Demodata\bill*.* 

（demodata ディ レク ト リにある、 名前が "bill" で始まるすべてのファイルを除外）

4. efl.txt ファイルへの変更を保存して、 ファ イルを閉じます。

5. Zen データベース  エンジンを再起動して、 Backup Agent をオンにします。

6. Backup Agent の実行中に、 除外対象ファイル リ ス トにあるいずれかのファイルを開

きます。 

ファイルが開いていても、 そのファイルは対象除外ファイル リ ス トに挙げられてい

るため、 Continious オペレーシ ョ ンの対象とはなり ません。 

7. ログ ファイルを確認します。 

除外したこ とを示す次のメ ッセージが表示されます。

Backup Agent は次のファ イルを除外しました 

< ファ イル名 > 

< ファ イル名 > 

Backup Agent コマンド  ライン インターフェイスの使

用法

Backup Agent コマンド  ライン ユーティ リ ティ  pvbackup.exe は、 Continuous オペレー

シ ョ ン機能をお使いのバッ クアップ ソフ ト ウェア アプリ ケーシ ョ ンに自動的に組み込

む完璧なソ リ ューシ ョ ンです。 このユーティ リ ティ をバッ クアップ ソフ ト ウェア アプ

リ ケーシ ョ ンと共に実装する方法を説明する前に、 このユーティ リ ティ自体の使用法を

見てみまし ょ う。
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Backup Agent （CLI） を有効にする

Backup Agent CLI を有効にするには

1. コマンド  プロンプ トで、 以下のコマンドのいずれかを入力して Enter キーを押しま

す。

pvbackup ‐on  （32 ビッ ト ）

pvbackup64 ‐on  （64 ビッ ト ）

エージェン トの有効化に成功したこ とを示す、 次のよ うなメ ッセージが表示されま

す。

Backup Agent は現在オンになっています。 

Backup Agent （CLI） を無効にする

Backup Agent CLI を無効にするには

1. コマンド  プロンプ トで、 以下のコマンドのいずれかを入力して Enter キーを押しま

す。

pvbackup ‐off  （32 ビッ ト ）

pvbackup64 ‐off  （64 ビッ ト ）

エージェン トの無効化に成功したこ とを示す、 次のよ うなメ ッセージが表示されま

す。

Backup Agent は現在オフになっています。 

Backup Agent （CLI） の状態を要求する

Backup Agent CLI の現在の状態を要求するには

1. コマンド  プロンプ トで、 以下のコマンドのいずれかを入力して Enter キーを押しま

す。

pvbackup ‐status  （32 ビッ ト ）

pvbackup64 ‐status  （64 ビッ ト ）

エージェン トの状態を示す次のよ うなメ ッセージが表示されます。
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Backup Agent は現在オンになっています。 

Backup Agent （CLI） ヘルプの表示

Backup Agent CLI のヘルプを表示するには

1. コマンド  プロンプ トで、 以下のコマンドのいずれかを入力して Enter キーを押しま

す。

pvbackup ‐?  （32 ビッ ト ）

pvbackup ‐h  （32 ビッ ト ）

pvbackup64 ‐?  （64 ビッ ト ）

pvbackup64 ‐h  （64 ビッ ト ）

コマンド  ライン ユーティ リ ティの使用法のヘルプが表示されます。 

お使いのバックアップ ソフ トウェアへの組み込み

Backup Agent は、 一般的なバッ クアップ ソフ ト ウェア アプリ ケーシ ョ ンに簡単に組み

込むこ とができます。 バッ クアップ アプリ ケーシ ョ ンによっては、 スケジュールされ

たバッ クアップの前に特定の操作やスク リプ ト を実行するよ うに設定できるものがあ り

ます。 この機能によ り、 バッ クアップ完了後に特定の操作やスク リプ ト を実行するよ う

ソフ ト ウェアに組み込む柔軟性も得られます。

使用法 ： pvbackup

pvbackup64

[-on | -off | -status]

オプシ ョ
ン ：

-on Backup Agent をオンにしま

す。

-off Backup Agent をオフにしま

す。

-status Backup Agent の現在の状態

を表示します。
（ON、 OFF、 ON-WITH-
ERROR、 BUSY）

-? | -h このヘルプ画面
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たとえば、 バッ クアップ アプリ ケーシ ョ ンによっては事前または事後のコマンドを設

定できるものがあ り ます。 したがって、 事前コマンドを設定する場合は、 お使いのバッ

クアップ ソフ ト ウェア固有の要件に応じて、 以下のよ うに入力するこ とができます。 

< ド ラ イブ >:\<データの絶対パス >\pvbackup ‐on

また、 事後コマンドを指定してバッ クアップ完了後に実行するこ と もできます。 これは

お使いのバッ クアップ ソフ ト ウェアの要件に応じて、 以下のよ うなコマンドになり ま

す。

< ド ラ イブ >:\<データの絶対パス >\pvbackup ‐off

お使いのバッ クアップ ソフ ト ウェアによっては、 絶対パス名を入力する必要がない場

合もあ り ます。 お使いのバッ クアップ ソフ ト ウェア固有の要件については、 付属の

ユーザー マニュアルやオンライン ヘルプを参照してください。

Backup Agent グラフ ィ カル ユーザー インターフェイ

スの使用法

Backup Agent の GUI ユーティ リ ティは、 バッ クアップ ファ イルを管理するためのワン

タ ッチ式ソ リ ューシ ョ ンと して設計されています。 このユーティ リ ティは、 アドホッ ク

なバッ クアップ処理を開始するための最初の手段となる可能性があ り ます。

Backup Agent （GUI） ユーティ リティの開始

オペレーティング システムの ［スタート ］ メニューまたはスタート画面から、 あるいは 

ZenCC から  Backup Agent GUI を開きます。

Backup Agent GUI をオペレーティング システムから開始するには

1. オペレーティング システムに応じて、 ［スタート ］ メニューまたはスタート画面か

ら  Backup Agent にアクセスして、 Backup Agent ダイアログを表示します。 
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Zen ファイルのライブ バッ クアップ管理については、 Backup Agent （GUI） を有効

にするを参照してください。

Zen Control Center から  Backup Agent GUI を起動するには

1. Zen Control Center で ［ツール］ > ［Backup Agent］ をク リ ッ ク します。

［Backup Agent］ ダイアログが表示されます。

Zen ファイルのライブ バッ クアップ管理については、 Backup Agent （GUI） を有効

にするを参照してください。

Backup Agent （GUI） を有効にする

Backup Agent GUI を有効にするには

1. Backup Agent の初期ダイアログから、 ［開始］ をク リ ッ ク してユーティ リ ティを有効

化し、 Zen データベースのライブ バッ クアップを開始および管理します。

Backup Agent を有効にする と、 ユーティ リ ティは次のよ うな表示になり ます。 
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Backup Agent は有効で、 Zen データベースのライブ バッ クアップを管理しています。

Backup Agent （GUI） を無効にする

Backup Agent GUI を無効にするには

1. Backup Agent ウ ィンド ウで ［停止］ をク リ ッ クする と、 ユーティ リ ティは無効にな

り、 通常の操作に戻り ます。

初めて ［停止］ をク リ ッ ク した際には、 ウ ィンド ウの下部にあるステータス  バーに

次のよ うなメ ッセージが表示されます。

Continuous オペレーシ ョ ンを停止し、 変更をロール インしています ... 

2. Backup Agent を無効にする と、 ユーティ リ ティは最初の表示に戻り ます。

Backup Agent は無効で通常の操作に戻り ました。

Backup Agent （GUI） ログ ファイルを表示する

Backup Agent GUI ログ ファイルを表示するには

1. ［ログの表示］ をク リ ッ ク して、 利用可能な Backup Agent ログ ファ イルを表示しま

す。

［Backup Agent Log Viewer ］ ダイアログが表示されます。 
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2. ［閉じる］ をク リ ッ クする と、 ［Backup Agent Log Viewer］ ウ ィ ンド ウが終了しま

す。

［ログの表示］ をク リ ッ クする と、 指定したログファイルを表示するこ とができま

す。

Backup Agent （GUI） オンライン ヘルプの表示

Backup Agent GUI のヘルプを表示するには

Backup Agent のダイアログで、 ダイアログの右上隅にある疑問符の付いたヘルプ ボタ

ンをク リ ッ ク します。

Backup Agent （GUI） ユーティ リティの終了

Backup Agent GUI ユーティ リテ ィ を閉じるには

1. ダイアログの左上隅の Backup Agent プログラム アイコンをク リ ッ ク し、 メニュー

から ［閉じる］ を選択します。

バッ クアップ セッシ ョ ンがアクティブな間やエージェン ト を停止する前にユーティ

リ ティを終了しよ う とする と、 以下のメ ッセージが表示されます。 
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このメ ッセージはエージェン トが現在オンであるこ とを示しています。

システム再起動中または Backup Agent が変更をロール イン中にユーティ リ ティ を終

了しよ う とする と、 以下のメ ッセージが表示されます。

2. ユーティ リ ティを終了する場合は ［はい］ をク リ ッ ク します。 インターフェイスに

戻ってエージェン ト を終了する場合は、 ［いいえ］ をク リ ッ ク します。

ヒン ト ： このユーティ リ ティのインターフェイスを閉じてもエージェン トは停止され

ません。

エージェン ト を停止しないでこのインターフェイスを閉じた場合、 誤ってエージェ

ン ト をオンの状態のままにしておく こ とにな り、 その結果非常に大きなサイズのデ

ルタ  ファイルが作成され、 現在のバッ クアップの整合性が保証されなくなる可能性

があ り ます。

現在、 デルタ  ファイルの最大サイズは 4 GB ですが、 デルタ  ファイルのサイズが 2 

GB 以上になる と著しいパフォーマンス低下が起こるかもしれません。 デルタ  ファ

イルのサイズが最大限の 4 GB に達する と、 ステータス  コード  132 「ファ イルがサ

イズの制限に達しました。」 が返されます。

注意！ バッ クアップ処理が完了したらエージェン ト を停止してください。 エージェン

ト を停止しないと非常に大きなデルタ  ファイルが作成され、 システムのパフォーマン

スやデータ整合性に悪影響を与えます。
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プログラマーズ リファレンス

この ト ピッ クでは、 Backup Agent に含まれるアプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング イン

ターフェイス （API） を使用する開発者向けの技術リ ファレンス情報を提供します。 こ

こに記載されている情報は、 高度な概念や入門的な情報を提供するものではあ り ませ

ん。

以下の関数が含まれます。

• PvBackupSetOn()

• PvBackupSetOff()

• PvBackupGetStatus()

• PvBackupGetLogDir()

• PvBackupGetLogDirW()
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PvBackupSetOn()

説明

Backup Agent をオンにします。

インクルード

pvbackupapi.h

ライブラリ

pvbackupapi.lib （Windows 32 ビッ ト ）

w64pvbackupapi.lib （Windows 64 ビッ ト ）

構文

BU_STAT PvBackupSetOn();

戻り値

BU_ON Backup Agent は有効になり ました （または、 この関数が呼び出

されたと きに既に有効になっていました）。

BU_ERROR エラーによ り  Backup Agent を有効にできませんでした。

PvBackupGetLogDir() を使用して、 そのエラー情報を含むログ 
ファイルを見つけてください。

BU_BUSY 進行中のク リーンアップ操作またはスタート アップ操作によっ
てシステムがビジー状態であるため、 Backup Agent を有効にで

きませんでした。 数秒後に再試行してください。

BU_ON_WITHERROR Backup Agent は有効になっていますが、 有効にしてからいくつ

かのエラーが発生しています。
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BU_INSTALL_ERROR 互換性のない MicroKernel、 または Backup Agent の不完全なイ

ンス トールが検出されました。 Backup Agent イベン ト  ハンド

ラーは正し く インス トールされず登録されていない可能性があ
り ます。 Backup Agent ソフ ト ウェアを再インス トールして くだ

さい。
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PvBackupSetOff()

説明

Backup Agent をオフにします。

インクルード

pvbackupapi.h

ライブラリ

pvbackupapi.lib （Windows 32 ビッ ト ）

w64pvbackupapi.lib （Windows 64 ビッ ト ）

構文

BU_STAT PvBackupSetOff();

戻り値

BU_OFF Backup Agent は無効になり ました （または、 この関数が呼び出されたと き

に既に無効になっていました）。

BU_ERROR エラーによ り  Backup Agent を無効にできませんでした。

PvBackupGetLogDir() を使用して、 そのエラー情報を含むログ ファ イルを

見つけてください。 この値は、 この関数を呼び出す前にエラーが発生して
いた場合には返されません。 PvBackupGetStatus() を使用して情報を取得

してください。

BU_BUSY 進行中のク リーンアップ操作またはスタート アップ操作によってシステム
がビジー状態であるため、 Backup Agent を無効にできませんでした。 数秒

後に再試行してください。

BU_INSTALL_
ERROR 

互換性のない MicroKernel、 または Backup Agent の不完全なインス トールが

検出されました。 Backup Agent イベン ト  ハンド ラーは正し く インス トール

されず登録されていない可能性があ り ます。 Backup Agent ソフ ト ウェアを

再インス トールして ください。
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PvBackupGetStatus()

説明

Backup Agent の現在の状態を取得します。

インクルード

pvbackupapi.h

ライブラリ

pvbackupapi.lib （Windows 32 ビッ ト ）

w64pvbackupapi.lib （Windows 64 ビッ ト ）

構文

BU_STAT PvBackupGetStatus();

戻り値

BU_ON Backup Agent は有効になっており、 エラーは発生していません。

BU_OFF Backup Agent は無効になっています。

BU_ERROR Backup Agent はエラーによ り状態を取得できません。

PvBackupGetLogDir() を使用して、 そのエラー情報を含むログ ファ イルを

見つけてください。

BU_ON_WITH
ERROR

Backup Agent は有効になっていますが、 有効にしてからいくつかのエラー

が発生しています。

BU_BUSY 進行中のク リーンアップ操作またはスタート アップ操作によってシステム
がビジー状態であるため、 Backup Agent は状態の取得要求を処理できませ

ん。 数秒後に再試行してください。
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BU_INSTALL_
ERROR 

互換性のない MicroKernel、 または Backup Agent の不完全なインス トール

が検出されました。 Backup Agent イベン ト  ハンド ラーは正し く インス トー

ルされず登録されていない可能性があ り ます。 Backup Agent ソフ ト ウェア

を再インス トールして ください。
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PvBackupGetLogDir()

説明

Backup Agent ログ ファイルが書き出されるディ レク ト リ を取得します。

インクルード

pvbackupapi.h

ライブラリ

pvbackupapi.lib （Windows 32 ビッ ト ）

w64pvbackupapi.lib （Windows 64 ビッ ト ）

構文

const char* const PvBackupGetLogDir();

戻り値

備考

これはシングル バイ ト文字セッ トです。

関連項目

PvBackupGetLogDirW()

char* システムのデフォルトの文字エンコードによる  ANSI 文字列を含む静的バッファー

へのポインターです。 失敗した場合や、 LogsPath レジス ト リ  キーが削除されてい

るか空の場合は NULL を返します。

この文字列は、 英語のみを使用するシステムでは ASCII と して使用できます。
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PvBackupGetLogDirW()

説明

Backup Agent ログ ファイルが書き出されるディ レク ト リ を取得します。

インクルード

pvbackupapi.h

ライブラリ

pvbackupapi.lib （Windows 32 ビッ ト ）

w64pvbackupapi.lib （Windows 64 ビッ ト ）

構文

const wchar_t* const PvBackupGetLogDirW();

戻り値

備考

これはダブル バイ ト文字セッ トです。

関連項目

PvBackupGetLogDir()

wchar_t* ワイ ド文字列を含む静的文字列へのポインターです。 失敗した場合や、
LogsPath レジス ト リ  キーが削除されているか空の場合は NULL を返します。
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